
今すぐ参考にしたい、進路指導のリアルな事例を取材。今すぐ参考にしたい、進路指導のリアルな事例を取材。
毎号一つの取組に注目してご紹介します。毎号一つの取組に注目してご紹介します。

研
究
が
可
能
』『
実
務
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
ス
キ
ル

が
身
に
つ
け
ら
れ
る
』な
ど
そ
の
進
路
の
特
色

を
踏
ま
え
た
志
望
理
由
、進
路
実
現
の
た
め
の

行
動
目
標
と
し
て『
英
検
２
級
を
取
得
』『
帰

宅
後
は
ス
マ
ホ
の
電
源
を
切
る
』な
ど
具
体
的

な
内
容
を
書
く
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」（
清

家
先
生
、以
下
同
）

　

作
成
し
た
宣
言
書
は
、生
徒
が
各
自
で
、１

人
目
は
担
任
か
副
担
任
、２
人
目
は
学
年
主

任
か
進
路
主
任
に
提
出
し
、簡
単
な
面
談
を

行
っ
て
印
鑑
を
も
ら
う
。
以
前
は
４
人
の
教
員

の
押
印
が
必
要
だ
っ
た
が
２
人
に
減
ら
し
、そ

の
分
面
談
の
質
を
高
め
る
こ
と
に
重
点
を
置

い
た
と
い
う
。

「
現
状
の
成
績
と
の
乖
離
が
あ
っ
て
も
、生
徒

の
希
望
を
尊
重
し
て
い
ま
す
。
面
談
で
は『
な

　

宮
古
島
で
唯
一
の
普
通
科
高
校
で
あ
り
、

生
徒
の
多
く
が
進
学
を
希
望
す
る
宮
古
高
校
。

進
路
目
標
を
明
確
に
す
る
た
め
、２
年
生
が
学

年
末
に
進
路
目
標
を
発
表
す
る
「
第
一
志
望

宣
言
」（
以
下
、宣
言
）を
実
施
し
て
い
る
。

　

離
島
と
い
う
地
理
的
要
因
か
ら
進
学
先
の

情
報
に
接
し
に
く
い
同
校
に
お
い
て
、目
下
の

進
路
指
導
の
課
題
は
、生
徒
の
進
路
意
識
を
い

か
に
早
期
か
ら
高
め
る
か
だ
。「
数
年
前
ま
で

３
年
夏
に
な
っ
て
志
望
校
の
検
討
を
始
め
る

生
徒
も
少
な
く
な
か
っ
た
」と
清
家
洋
先
生
。

３
年
生
に
集
中
し
て
い
た
進
路
指
導
の
内
容

を
見
直
し
、将
来
に
つ
い
て
考
え
る
取
組
の
早

期
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
宣
言
に
つ
い
て
も

そ
の
一
環
で
、昨
年
度
か
ら
内
容
を
改
善
し
て

実
施
し
て
い
る
。

　

宣
言
の
活
動
は
、事
前
学
習
を
含
め
た
約
２

カ
月
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ（
図
１
）。
ま
ず
１
月

に
、進
路
指
導
部
が
作
成
し
た
実
施
の
目
的
や

目
標
、流
れ
の
解
説
動
画
を
用
い
た
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
を
各
ク
ラ
ス
で
実
施
し
、学
年
全

体
で
目
線
を
合
わ
せ
た
状
態
で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

　

外
部
講
師
に
よ
る
講
演
会
に
て
、１
校
だ
け

で
は
な
く
複
数
校
の
情
報
を
比
較
・
検
討
す

る
意
義
や
方
法
を
学
習
。
そ
の
う
え
で
生
徒

が
各
自
で
情
報
収
集
を
進
め
、進
路
希
望
を

明
確
に
し
、宣
言
書
を
作
成
す
る（
図
2
）。

「
し
っ
か
り
検
討
す
る
こ
と
で
、『
少
人
数
で
の

い
か
に
進
路
意
識
を

早
期
か
ら
高
め
る
か
が
課
題

面
談
を
充
実
さ
せ

深
い
検
討
や
強
い
決
意
へ
導
く

取材・文／藤崎雅子

３
年
間
の
体
系
的
な
進
路
指
導
を

目
指
し
、第
一
志
望
宣
言
に
関
連
す

る
も
の
以
外
に
も
、昨
年
度
か
ら
１・２
学
年
を

対
象
に
新
た
な
取
組
を
い
く
つ
か
始
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、従
来
か
ら
実
施
し
て
い
る
地
域
の
方

２
名
に
よ
る
職
業
人
講
話
に
加
え
、適
性
検
査

や
自
分
の
興
味
・
関
心
に
基
づ
い
た
職
業
調
べ

を
実
施
。
多
様
な
職
業
へ
の
理
解
を
広
げ
、学

問
系
統
と
の
関
連
も
学
ぶ
機
会
と
し
ま
し
た
。

ま
た
、年
度
末
に
東
京
大
学
出
前
講
座
を
開

催
。「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
か
？
」を
テ
ー
マ
に
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、生
徒
に
は「
学
習
へ
の

意
欲
が
わ
い
た
」「
社
会
に
出
た
と
き
の
態
度

も
学
べ
た
」な
ど
好
評
を
得
ま
し
た
。
今
年
度

も
、よ
り
効
果
的
な
実
施
に
な
る
よ
う
内
容
の

改
善
や
時
期
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、国
語
科
の
学
校
設
定
科
目「
文

章
表
現
」の
な
か
で
将
来
の
目
標
を
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
と
い
う
単
元
を
活
用
し
て
、

進
路
を
考
え
る
機
会
と
す
る
な
ど
、教
科
と
の

連
動
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。（
清
家
先
生
）

３
年
間
の
進
路
指
導
計
画

ど
う
改
善
し
て
い
る
？

「A
D
E
LA
N
TE

（
前
進
）」と
い
う
タ

イ
ト
ル
の
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
を
使
い
、イ
ベ

ン
ト
や
模
試
、奨
学
金
な
ど
の
お
知
ら
せ
が
発

生
す
る
都
度
、各
件
の
担
当
者
が
作
成
し
て
い

ま
す
。
結
果
と
し
て
年
間
40
号
以
上
の
発
行

と
な
っ
て
い
ま
す
。
情
報
の
見
逃
し
が
な
い
よ

う
、基
本
的
に
は
一
号
あ
た
り
一
種
類
の
内
容

に
し
て
い
ま
す
。（
清
家
先
生
）

年
40
号
以
上
発
行

進
路
だ
よ
り
の
工
夫
は
？

第一志望宣言前の面談の様子。
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図1 第一志望宣言の概要（2024年度）

図2 第一志望宣言書

ぜ
？
』と
根
底
に
あ
る
考
え
を
深
く
聞
い
た
り
、

目
標
へ
の
納
得
感
を
確
か
め
た
り
し
て
い
ま
す
」

　

同
校
に
は
人
前
に
出
る
こ
と
に
抵
抗
感
が
な

い
生
徒
が
多
い
が
、な
か
に
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感

じ
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。そ
こ
で
昨
年
度
、本

番
の
前
週
、ク
ラ
ス
ご
と
の
リ
ハ
ー
サ
ル
を
導
入
。

B
G
M
を
流
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
ム
ー
ド
の
な
か
、

４
人
程
度
の
グ
ル
ー
プ
で
宣
言
を
練
習
し
た
。

「
緊
張
感
が
和
ら
ぎ
、前
向
き
な
気
持
ち
で
本

番
に
臨
め
た
の
で
は
な
い
か
」と
い
う
。

　

本
番
の
宣
言
は
、１
・２
学
年
合
同
の
進
路

学
習
会
の
一
部
と
い
う
位
置
づ
け
。
卒
業
生
に

よ
る
進
路
講
演
会
と
３
年
生
の
合
格
体
験
談

の
あ
と
、学
科
・
学
年
混
成
グ
ル
ー
プ
で
教
室
に

分
か
れ
て
実
施
す
る
。
２
年
生
が
宣
言
を
行
い
、

そ
れ
に
対
し
て
１
年
生
が
質
問
を
投
げ
か
け
る
。

「
１
年
生
に
は
、知
識
や
正
解
を
聞
く
の
で
は

な
く
、相
手
の
経
験
や
思
考
を
引
き
出
す
よ
う

な
質
問
を
し
よ
う
と
伝
え
て
い
ま
す
。
率
直
な

質
問
に
、２
年
生
の
本
音
や
意
志
を
垣
間
見
る

こ
と
も
で
き
る
貴
重
な
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
」

　

宣
言
書
は
３
学
年
に
引
き
継
が
れ
、二
者
面

談
や
三
者
面
談
で
も
活
用
す
る
。
そ
の
な
か
で

よ
り
高
い
目
標
に
変
わ
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な

い
。
ま
た
、方
向
性
が
変
わ
る
こ
と
も
あ
る
が
、

「
理
由
を
聞
い
た
う
え
で
応
援
す
る
」と
い
う
。

　

進
路
指
導
部
に
と
っ
て
は
、宣
言
を
通
じ
て

生
徒
の
実
態
に
触
れ
る
こ
と
が
、指
導
内
容
を

改
善
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
る
貴
重
な
機
会
だ
。

「
宣
言
書
の
面
談
で
は
、入
試
制
度
に
対
す

る
生
徒
の
理
解
の
穴
や
、進
路
選
択
の
躓
き
ポ

イ
ン
ト
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
内
容
を
部
内
で

共
有
し
、次
年
度
の
改
善
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
第
一
志
望
を
叶
え
る
こ
と
の
前
提
と

し
て
、ミ
ス
マ
ッ
チ
の
な
い
進
路
選
択
が
大
切
で

す
。
早
期
か
ら
進
路
意
識
を
高
め
、じ
っ
く
り

検
討
し
て
自
分
に
合
う
進
路
目
標
を
定
め
ら

れ
る
よ
う
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
善
を
図
っ
て
い
き

ま
す
」

生
徒
の
状
況
を
把
握
し

指
導
の
改
善
に
活
か
す

※ダウンロードサイト：リクルート進学総研＞＞ 刊行物＞＞ キャリアガイダンス（Vol.457）

メンバーの入れ替わり
が激しいなか、話し合
いしながら指導のブラ
ッシュアップに取り組
んでいる。「今後も生
徒一人ひとりの自己
実現を後押ししていき
たい」と清家先生。

1928年設立／普通科・文理探究科／生徒数678人
（男子311人・女子367人）／進路状況（2025年３月卒業生）大学138
人・短大６人・専門学校等61人・就職９人・その他20人

■目的 
 （１）進路探究を通して、将来の目標ややるべきことを自覚する。 
 （２）進路目標を明確にすることで、最終学年に向けての自覚を持つ。 

■目標 
 （１）複数の希望進路の情報を収集・比較・検討することができる。 
 （２）第一志望の進学先または就職先について、「志望理由」を説明することができる。 
 （３）第一志望合格に向けて、「実行すること」を宣言することができる。

■日程
1月22日　第一志望宣言オリエンテーション
1月29日　外部講師（リクルート）講演　　 ※就職希望者は別ワーク
2月19日　第一志望宣言下書き提出・清書の下書き
2月26日　第一志望宣言清書提出
3月12日　第一志望宣言リハーサル
3月18日　進路学習会の中で第一志望宣言発表（本番）

離
島
の
学
校
の
特
徴
と
し
て
教
員
が

３
年
と
い
う
早
い
サ
イ
ク
ル
で
入
れ
替

わ
る
た
め
、引
き
継
ぎ
資
料
を
し
っ
か
り
作
成

す
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
い
ま
す
。い
つ
何
を

行
う
か
だ
け
で
な
く
、何
の
た
め
に
と
い
う
目

的
と
、何
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
か
と
い
う
目

標
も
資
料
に
落
と
し
込
み
、取
組
が
形
骸
化
し

な
い
よ
う
対
策
し
て
い
ま
す
。（
清
家
先
生
）

指
導
の
質
を

維
持
す
る
に
は
？

生徒氏名。
保護者のサインと印鑑も必要。

第一志望の学校名・学部・学科等、
あるいは、企業名・職種等。

志望理由。
強い思いを、自分の言葉で表現する。

第一志望を叶えるために実行すること。
自分との約束として、具体的に書く。

教員の確認印。
各生徒が教員２人と面談を行い印鑑をもらう。

志望先データ。
募集定員、学費、学校の特色などを集約。

（進学希望者向け）
入試形式別に受験科目や配点、選考方法など。

（就職希望者向け）
受験科目や必要書類など。

表

裏
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